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研究成果の概要（和文）：本研究では、まず血縁と地縁で結びついた在日朝鮮人のネットワークが、その渡航過程や日
本での生活において果たした役割を究明するため、済州島のある村の住民たちの、解放直後から1970年代ごろまでの生
活史を復元しようとした。その結果、とくに解放後の済州島側のプッシュ要因としては、済州4・3事件が重要であり、
また多くは「密航」という形態で渡日していたことを指摘した。さらに朝鮮人の「密航」をめぐるインタビューの記録
を韓国で刊行し、近現代史の中でのディアスポラとしての朝鮮民族の姿を描き出した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we restored life histories of villagers in Jeju Island from the 
liberation to the about 1970s, in order to research the role that the network of the Korean residing in 
Japan tied to blood relatives and shared territorial bondings carried out not only in their voyage 
processes to Japan but in their lives in Japan. As a result, Jeju 4.3 rebellion was important as the push 
factor in Jeju Island after the liberation in particular, and most islanders stowed away to Japan. On the 
other hand, we published a record of the interviews over the Korean stowaways and drew the figures of the 
Korean as the Diaspora in the modern history.

研究分野： 朝鮮近現代史

キーワード： 朝鮮　戦後　在日朝鮮人　密航　韓国　済州島　4・3事件
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１．研究開始当初の背景 
戦後の日本は、長期にわたって朝鮮人（韓

国籍を含む）の渡航を厳しく制限していた。
そのためさまざまな事情から日本への渡航
を希望する朝鮮人は「密航」という形態で渡
日せざるを得なかった。これまで「密航」の
実態調査はほとんど不可能であったが、最近
では「密航者」自身が自らの体験を率直に語
りはじめている。 
私たちはこれまで、在日済州島出身者に対

するインタビュー調査を実施してきたが、そ
こでしばしば登場したのが、渡日過程におけ
る「密航」の問題であり、また「密航」によ
って制約された在日朝鮮人の生活の困難さ
であった。その証言内容は官憲資料からはう
かがい知れない貴重な体験記録として、史料
的価値が高い。 
しかしかつての「密航者」はすでに相当の

高齢に達しており、いま調査を実施しなけれ
ば、その体験は永遠に消え去ることになるた
め、緊急に証言を収集し記録にとどめておく
必要があると考え、本研究の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
戦後、朝鮮人の「密航」について、いまだ

本格的な研究は現れていない。したがって本
研究では「密航」に関する諸問題をできるだ
け幅広く追究する。とくに、(1)日本・韓国政
府による渡航管理政策の制度的変遷とその
実態、(2)「密航」の背景、(3)「密航」の実態、
(4)「密航」後の日本での生活状況、などの問
題を中心に解明する。本研究では、これらの
諸問題に関する基礎的な事実を確定してい
くとともに、学際的な共同研究の利点を活か
し、独創的な研究成果を生み出すべく努めた。 
 
３．研究の方法 
本研究は、インタビュー調査、文献調査、

フィールド調査などの方法を並行して進め
た。インタビューは原則として録音、ビデオ
撮影を行い、記録にとどめた。文献調査は日
本・韓国の主要な資料館・図書館で実施した。
またフィールド調査によって、日本国内およ
び韓国で、「密航者」の足跡を確認した。本
研究は歴史学・社会学・文化人類学の 3 分野
の研究者による共同研究であり、それぞれの
学問分野の特徴を活かすための研究組織が
不可欠であった。そこで研究代表者・分担者
を中心に調査チームを編成し、共同で調査に
あたり、また随時、研究会を開催した。また
韓国の研究機関・研究者などと積極的に研究
交流を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究ではまず、済州島北部地方の済州
市奉蓋洞に所在する東回泉マウルという村
を対象として、その住民たちの日本への渡航、
定着、往来などの経験を文責した。とくに本
研究ではある家族（以下、X 氏家と称す）に
着目することによって、個々人の渡日に至る

背景、ネットワーク、移動時期などの重層的
な関係を明らかにしようとした。 
X 氏家の場合、3 姉妹の二女が大阪に定着

していたことが、三女や長女の長男・二男・
婿が日本を目指す大きな動機となっていた。
しかしその二女にしても、渡日の際には、ま
ず従姉の女性を頼り、次に身を寄せたのは最
初の夫のいとこの家であった。そしてその後
も二女の縁戚として、母方の従妹夫妻やその
甥が日本に渡航している。3 姉妹の同世代や
その子の世代から、少なからぬ縁戚が大阪に
居住する X氏家二女を頼みとして、日本に渡
航しようとしたのである。しかもその多くは
同郷であり、とくに二女の渡日の際には、同
郷の友人 2名が一緒に日本へ渡っている。血
縁・地縁で結びついたネットワークの存在が、
済州島民に渡日を促す重要な要因として機
能していたことを確認できる。 
 こうした済州島民の渡日現象を検討する
うえで、解放後の済州島側のプッシュ要因と
しては、まず済州 4・3 事件を挙げておかね
ばならないだろう。かつて私は別稿で、朝鮮
半島が南北分断の危機を迎え、実際に分断国
家が樹立された 1947～50 年の時期には、政
治的迫害を避けようと、済州島民の渡日志向
が強まったこと、とりわけ 1948 年 4 月 3 日
に武装蜂起がはじまると、その傾向がより顕
著になったことを指摘した。その後も済州島
での生活に展望を見いだせなくなった若者
たちは、自らの人生を切り開くため日本へ渡
ろうとし、1970 年代に入っても日本へ向かう
済州島民の流れが途絶えることはなかった
のである 1)。 
 X 氏家の場合でも、済州農業中学校の生徒
だった長男、そして長女の夫、三女の最初の
夫と二度目の夫の兄、さらには母方のいとこ
が 4・3 事件で死亡または行方不明となって
いる。これら多数の縁故者の死は、4・3事件
で済州島民が被った精神的・社会的・経済的
打撃の象徴と言え、日本への渡航を促す直
接・間接の要因となったことだろう。 
 さらに本稿で紹介した解放後の渡日の事
例が、すべて「密航」という形態を取ってい
たことに、とくに留意しておかなければなら
ない。解放直後の 1946 年 3 月に GHQ と日本
政府は帰還朝鮮人の再渡日を認めない措置
を取り、1951 年 11 月の出入国管理令施行に
よって韓国・朝鮮人に対する入国管理政策は
制度化された。一方、韓国政府が韓国人の海
外旅行を自由化したのは 1989 年のことであ
る。したがって 1970 年代ごろまで、済州島
民が日本に渡航しようと思えば、ほとんどす
べてのケースで「密航」という手段に頼らざ
るを得なかったのである。日本に「不法滞在」
している「密航者」たちの多くは当然、外国
人登録の手続きを行うことができなかった
ため、つねに不安に怯えながら生活するほか
なかった。血縁・地縁のネットワークをより
どころに済州島から密航してきた人びとの
うち、「不法滞在」を密告されたり、人目を



忍んで暮らす生活の不便さに耐えきれなく
なって自首し、済州島へ帰った者も多かった
のである。済州島と日本との間に「合法」的
な往来が困難であったという事情は、地縁・
血縁ネットワークに制度的なくさびを打ち
込み、もう一つの「離散家族」とも言える状
況を済州島民の家族コミュニティにもたら
したと言えるだろう。 
 
(2) また本研究期間中には、従来から実施し
てきたフィールド調査、インタビュー調査の
蓄積を踏まえ、これに新たな調査結果をつけ
加えることによって、朝鮮人の「密航」をめ
ぐるインタビューの記録をまとめた『在日済
州人の生活史 2―故郷の家族、北の家族―』
（ソニン、2015 年）を韓国で公刊した。これ
は『在日済州人の生活史 1―安住の地を求め
て―』（ソニン、2012 年）に続く私たちの共
同研究の成果である。 
 本書には私たちが記録した5名のインタビ
ューが収録されている。4・3事件当時、南朝
鮮労働党員として活動し、夫との死別後かろ
うじて渡日して日本に定着した李性好。4・3
事件で兄を失い、朝鮮戦争の時にはいったん
入営して除隊した後、指名手配される直前に
日本へ密航して来た夫煕錫。4・3事件で兄と
姉を失い渡日した後、北朝鮮への帰還事業で
母らが帰国したため、家族が南と北と日本で
散り散りに分かれて暮らすことになった姜
京子。日本で生まれ、民族教育に献身したの
ち歴史研究者となり、4・24 阪神教育闘争に
関する研究などを残した金慶海。4・3事件体
験後、日本への密航を 3 回も試みた金玉煥。 
これら 5名のインタビュー記録の内容は、個
人史であると同時に、植民地時代から解放後
の混乱した時期を乗り越えてきた朝鮮現代
史の流れと軌を一にしている。生きのびる場
所を探して、済州から日本へ、また日本から
北朝鮮へと渡らざるを得なかった当時の状
況はディアスポラとしての朝鮮民族の姿を
象徴するものと言えるだろう。 
 
注 1) 拙稿「第二次大戦後における済州島民
の日本への「密航」について」津波高志編『東
アジアの間地方交流の過去と現在――済州
と沖縄・奄美を中心にして――』（彩流社、
2012 年）。 
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